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（青森県） 

たばこは市内で

買ってくださし、 

あなたが市内でたばこを買う

と 1 本につき約70銭が市の税収

入になります 

第五回 

市民サイクリング 

（太陽と子どもの日） 

◇と き 7月II日（日）9時 

◇行 先 狼野長根 

◇集場合所 市民文化会館前 

◇参加賞 全員にペナントか h 

げます 

◇参加料 不要です 

主 催 五所川原市 

五所川原市サイク 

リング協会 

（市鳶り稽拶等掌ぎじぞ掌欝ぢ 

―昨年の道路愛護よりー 

、 
昭
和
即
サ

年
か
ら
、
市

民
の
自
主
的

奉
仕
活
動
に

応
え
て
実
施

し
て
き
ま
し

た
。
 

道
路
愛
護

運
動
は
、
多

く
の
成
果
を

産
ん
で
七
年

目
を
迎
え
ま

し
た
。
 

敷
砂
利
の

確
保
も
順
調

に
小
曲
地
区
 
 

を
皮
切
り
に
、
七
月
一
杯
、
主

と
し
て
新
市
域
を
中
心
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
 「
私
達
の
道
路
は

私
達
の
手
で
」
の
合
言
葉
に
、
 

ト
レ
ラ

ー
r
リ
ャ
カ
ー
、
 一
輪

車
な
ど
を
か
り
出
し
て
部
落
総

出
の
道
路
の
手
入
れ
は
、
年
中

行
事
の
ー
つ
に
な
っ
て
い
ま
す

一・
「
奉仕
は
人
生
の
家
賃
な
り
」
 

の
諺
通
り
、
 一
致
協
力
の
協
同

作
業
か
ら
新
た
な
コ
ミ
ニ
ケ

ー
 

シ
ョ
ン
 （対
話
）
が
行
な
わ
れ

て
、
明
る
く
豊
か
な
地
域
社
会

の
実
現
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

農
産
物
の
出
荷
に
も
、
子
ど

も
の
交
通
事
故
防
止
に
は
ま
ず

道
路
の
整
備
か
ら
は
じ
ま
り
ま

す
。
 

市
で
は
、
こ
う
し
た
運
動
に

応
え
、
こ
と
し
も
佐
々
木
市
長

が
陣
頭
指
揮
を
と
り
、
担
当
職

員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
動
力
を
 
 

駆
使
し
て
応
援
に
か
け
つ
け
ま

す
。
 

市
道
延
長
百
十
五
キ
ロ
メ
ー
 

ト
ル
に
対
し
て
破
損
の
度
合
に

よ
っ
て
砕
石
、
通
し
粕
砂
利
を

配
分
し
ま
す
が
、
そ
の
量
は
四

千
三
百
立
方
メ
ー
ト
ル
で
昨
年

を
上
廻
る
量
で
す
。
市
が
応
援

に
出
か
け
る
日
程
は
次
の
と
お

り
で
す
が
時
間
等
詳
し
い
こ
と

は
支
所
か
ら
連
絡
い
た
し
ま
す

一
日
 
小
曲
地
区

二
《
三
日
 
三
好

地
区
 

地
域
住
民
の
念
願
で
あ
っ
た

三
好
橋
が
、
着
工
以
来
五
年
の

月
日
を
費
や
し
て
こ
の
ほ
ど
完

成
し
、
六
月
十
八
日
現
地
で
盛

大
な
完
成
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
橋
は
全
長
三
百
十
三
メ
ー
 

ト
ル
、
幅
六
メ
ー
ト
ル
の
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
く
り
の
永
久

橋
で
、
総
工
費
三
億
九
千
万
円
 
 

六
、
七
、
八
、
九
日
 

松
島
地
区
 

十
、
十
一
日
 
飯
詰
地
区
 

十
二
、
十
三
、
十
六
日
 

栄
 
地
区

十
七
日
 
梅
沢
地
区

二
十
一
日
 
毘
沙
門
地
区

一
一
十一
一
、二
十
三
、
二
十
四

日
 
七

和
地
区

二
十
六
、
二
十
七
、
二
十
八

日
 
長

橋
地
区

二
十
九
、
三
十
、
三
十

一
日
 

中
川
地
区
 

を
要
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
地
元
の
人
達
が

多
数
見
守
る
中
で
、
竹
内
県
知

事
を
は
じ
め
、
関
係
町
村
長
、
 

そ
れ
に
児
童
代
表
と
し
て
藻
川

小
学
校
六
年
生
、
大
川
政
義
君

出
野
里
小
学
校
六
年
生
白
戸
弘

子
さ
ん
と
一
緒
に
、
佐
々
木
市

長
が
テ
ー
プ
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
 

ま
し
た
。
三
代

夫
婦
の
藻
川
の

竹
谷
寅
吉
さ
ん

出
野
里
の
江
良

健
太
郎
さ
ん

一

家
を
先
頭
に
渡

り
ぞ
め
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
 

式
の
あ
と
は

五
所
川
原
側
で

は
馬
力
大
会
、
 

木
造
側
で
は
民

謡
大
会
が
開
か

れ
、
完
成
を
喜

ぶ
人
達
で
、
肌

寒
い
天
候
に
も

め
げ
ず
、
終
日

に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
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明るい町づくりをめざして 

ことしもI 日から道路愛護運動 

三
好
橋
が
完
成
 

盛
大
に
渡
り
ぞ

め
が
行
な
わ

れ
ま
し

た
 

I 



サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
 

②
 
奥
さ
ん
も
ど
う
ぞ
 

「
主
人
の
年
金
が
あ
る
の
で
 

・

こ

と
、
旦
那
さ
ん
の
年
金
を

あ
て
に
し
て
い
る
奥
さ
ん
や
国

民
年
金
を
理
解
し
て
い
な
い
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
が
案
外

多
い
よ
う
で
す
。
 

国
民
年
金
は
、
旦
那
さ
ん
の

年
金
と
は
別
に
奥
さ
ん
に
も
年

金
の
恩
恵
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
希
望
に
よ
っ
て
い
つ
で
も

国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
し

保
険
料
を
納
め
た
月
数
に
応
じ

て
年
金
を
受
給
で
‘
ま
す
。
 

国
民
年
金
は
一
年
以
上
掛
け

金
を
積
み
立
て
る
と
次
の
な
う

な
年
金
を
受
給
で
き
ま
す
。
ー
 

◇
通
算
老
令
年
金
 

満
六
十
五
才
か
ら
受
け
ら
れ

る
年
金
で
、
年
金
額
は
、
三
百

二
十
円
に
納
め
た
月
数
を
か
け

て
得
た
額
で
す
。
 

◇
障
害
年
金
 

災
害
な
ど
で
障
害
者
に
な
っ

た
り
、
三
年
以
上
病
気
し
た
と

き
に
受
給
で
き
ま
す
。
年
金
額

は
九
万
六
千
円
ー
十
二
万
円
で

す
。
 ◇

母
子
年
金
 

小
さ
い
子
ど
も
さ
ん
を
残
し

て
旦
那
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
と

き
、
子
ど
も
さ
ん
が
十
八
才
に

な
る
ま
で
母
子
年
金
を
受
給
で

き
ま
す
。
年
金
額
は
最
低
九
万

一
千
二
百
円
で
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
保
険
衛
生
 

》
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
管

理
庁
長
官
か
ら
行
政
相
談
事
務

の
委
嘱
を
受
け
て
、
皆
さ
ん
か

ら
の
相
談
に
応
じ
、
秘
密
を
守

り
親
身
に
な
っ
て
無
料
で
お
世

話
い
た
し
ま
す
。
相
談
の
方
法

は
ロ
頭
・
電
話

・
手
紙
の
い
ず

れ
で
も
結
構
で
す
。
 

こ
の
程
、
布
屋
町
の
石
塚
音

次
郎
さ
ん
と
三
ッ
谷
の
坂
本
甚

作
さ
ん
が
相
談
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
行
政
全
般
の
 

,
 

重
度
の
身
体
障
害
者
に

日
常
生
活
用
具
を
給

付

し
て
ま
す
 

重
度
の
者
体

障
害
者
に

対
し

て
、
日
常
生
活
用
具
を
給
付
し

そ
の
日
常
生
活
の
不
便
を
補
っ

て
も
ら
う
た
め
、
次
の
よ
う
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る

人
は
市
福
祉
事
務
所
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
 

◇
給
付
の
対
象
者
 

下
肢
ま
た
は
体
幹
の
、
 一
級

ま
た
は
二
級
の
重
度
の
障
害
で

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
人
。
 

◇
給
付
の
用
具
 

洋
式
バ
ス
ま
た
は
こ
れ
に
準

ず
る
浴
そ
う
と
水
温
せ
っ
し
一
一

十
五
度
の
湯
が
一
分
間
に
十
リ

ッ
ト
ル
以
上
給
湯
で
き
る
湯
わ

か
し
器
と
腰
掛
便
器
の
三
種
類

で
す
 ◇

給
付
の
方
法
 

給
付
の
対
象
者
か
ら
の
申
請

に
よ
っ
て
給
付
し
ま
す
が
、
そ

の
所
得
の
状
態
に
よ
っ
て
一
部

自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。
 

事
で
お
困
り
の
方
は
気
軽
に
申

出
て
く
だ
さ
い
。
 

老
人
性
白
内

障
の
手
術

費
は

無
料

に
な
り
ま
す
 

高
令
者
に
対
す
る
福
祉
対
策

も
年
ご
と
に
伸
長
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
更
に
こ
と
し
か
ら
開
眼

手
術
の
可
能
な
老
人
性
白
内
障

の
人
の
手
術
に
必
要
な
経
費
は

無
料
に
な
り
ま
す
。
 

た
だ
し
、
対
象
者
は
原
則
と
 
 

し
て
六
十
五
才
以
上
の
高
令
者

で
、
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所

得
税
非
課
税
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
支
払
す
る
経
費
の
範

囲
は
、
手
術
に
か
か
る
術
前
検

査
・
診
療
費
・
特
殊
眠
鏡
・
附

添
看
護
料
・
移
送
費
な
ど
で
す

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
市

福
祉
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

寝
た
き
り
の
老
人
に
い

ろ
い
ろ
な
世
話

を
し

て

い
ま
す
 

居
宅
に
お
い
て
臥
床
し
、
食

事
排
便
な
ど
の
日
常
生
活
に
支

障
の
あ
る
、
低
所
得
世
帯
の
、
 

六
十
五
才
以
上
の
寝
た
き
り
老

人
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
い

ろ
い
ろ
な
世
話
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
該
当
者
は
市
福
祉
事
務

所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◇
老
人
家
庭
奉
仕
員
が
 

訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い

ま
す
。
 

日
常
生
活
に
人
手
を
要
す
る

人
で
、
家
族
以
外
の
人
に
介
護

さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
、
家

族
の
介
護
が
著
し
く
困
難
で
あ

る
人
に
対
し
て
、
奉
仕
員
が
毎

週
一
回
以
上
訪
間
し
て
日
常
生

活
全
般
に
対
し
て
無
料
奉
仕
し

て
い
ま
す
。
 

◇
訪
問
健
康
診
査
を
し
て
い

ま
す
。
 

六
か
月
以
上
診
療
を
受
け
た

こ
と
の
な
い
人
に
対
し
て
、
医

師
が
出
向
い
て
無
料
で
健
康
診

査
を
し
て
い
ま
す
．
 

◇
特
殊
寝
台
を
貸
し
て
 

い
ま
す
。
 

日
常
生
活
の
す
べ
て
に
人
手

を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

で
身
体
に
機
能
障
害
が
あ
り
、
 

相
当
長
期
に
わ
た
っ
て
臥
床
し

て
い
る
人
に
無
料
で
貸
し
て
い

ま
す
。
 

身
障
者
の
巡
回

診
査
と

更
生
相
談
を

行
な
い
ま

す
 身

障
者
福
祉
対
策
の

一
環
と

し
て
、
こ
と
し
も
次
の
よ
う
に
 

,
 

,
 

行
な
い
ま
す
の
で
、
障
害
に
変

化
の
あ
る
人
や
、
新
た
に
手
帳

の
交
付
申
請
を
す
る
人
、
ま
た

障
害
な
ど
で
相
談
を
受
け
ら
れ

た
い
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
 

◇
七
月
五
日
 
（月
）
 

眼
科
 
市
福
祉
会
館
 

◇
七
月
二
十
七
日

（火
）
 

整
形
外
科
 
市
福
祉
会
館

な
お
、
時
間
は
、
い
ず
れ
も
 

九
時
ー
十
四
時
で
す
。
 

引
揚
者
等
に
対

す
る

特
別
交
付

金
の
請
求
 

期
限

が
延
長
さ

れ
ま

す
 

す
で
に
大
部
分
の
人
は
請
求

手
続
き
を
終
了
し
て
い
ん
‘す
が

な
お
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
人

の
た
め
に
、
請
求
期
限
を
更
に

も
う
一
年
延
ば
し
来
年
三
月
三

十

一
日
ま
で
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
ま
だ
請
求
手
続
き
を
し
て

い
な
い
人
は
、
市
役
所
市
民
課

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
こ
の
中
に
は
終
戦
時

ま
で
就
労
し
て
い
た
、
千
島
や

カ
ム
チ
ヤ
ッ
カ
な
ど
を
含
む
旧
 

樺
太
地
域
も
含ま
れ
ま
す
。
 

生
活
、

環
境

パ
ト

口
ー
 

ル
本
部
に
電
話

が
つ
き
 

ま
し

た
。
 

さ
る
四
月
下
旬
に
発
足
以
来

生
活
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
本
部
は

安
全
で
快
適
な
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
生
活
環
境
の
確
保
と
向
上

を
図
る
た
め
に
、
毎
日
努
力
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
 

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
連
絡
を
も

っ
と
密
接
に
す
る
た
め
、
専
用

電
話
を
新
設
し
ま
し
た
。
 

電
話
は
「
五
ー
三
七
O
ニ
」
 

で
す
。
昼
で
も
夜
で
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

五
の
日

は
税
の
相

談
日

で
す
 

毎
月
五
日
・
十
五
日
・
二
十

五
日
は
税
の
相
談
日
で
す
。
相

談
は
、
自
分
の
名
前
を
明
か
さ

ず
に
自
由
に
で
き
ま
す
。
相
談

日
に
は
、
相
談
や
指
導
を
専
門

に
受
持

つ
係
長
な
ど
が
相
談
に

応
じ
、
有
利
な
税
法
上
の
取
扱

い
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

心配ごと 

相談所へどうぞ

◇と き 毎週土曜日 

◇ところ 市役所内 

お気軽にどうそ 

市社会福祉協議会 

行
政
相
談
委
員
に
石
塚
 

坂
本
さ

ん
が
委

嘱
さ
れ

ま
し

た
 



毎月第三日曜日は

家庭の日です 

今月は、十八I日です家族団

らんのひとときをつくりま

しよう一 

防
犯
協
会
の
総
会
が

終
わ
り
ま
し

た
 

五
所
川
原
地
区
防
犯
協
会
は

六
月
一
日
に
総
会
を
開
き
、
次

の
よ
う
に
役
員
を
選
び
ま
し
た

会
長
菊
池
清
助

（
大
町）
 

副
会
長
鶴
谷
初
太
廊
（
旭
町
 

）
小
山
吉
之
助

（
松島
町
）
青

山
富
三
郎

（鶴
田
町
）
理
事
神

幸
一

（新
町
）
ほ
か
十
九
人
監

事
堀
内
貞
三
（
本
町
）
天
内
福

松

（旭
町
）
秋
庭
義
一
 
（鶴
田

町
）
。
 

市
街
地
か

ら
東
方
へ
八

キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
市
内
神

山
の
、
驚
珠

山
脈
に
連
な

る
面
積
十
八
 

ヘ
 
ク
タ
ー
ル
 

標
高
百
四
十
 

ニ
メ
ー
ト
ル
、
の
小
高
い
山
で

春
は
新
緑
、
秋
は
紅
葉
の
大
自

然
の
中
に
、
後
方
遥
か
遠
く
八

甲
田
を
眺
め
、
前
方
は
長
橋
大
 

子
ど

も
に
目
を
か
け

て
く
だ
さ
い
 

わ
が
子
の
学
校
の
成
績
に
は

深
い
関
心
を
も
ち
な
が
ら
も
、
 

そ
の
子
の
心
の
動
き
や
関
心
の

も
ち
方
、
態
度
や
言
葉
づ
か
い

夜
遊
び
ゃ
外
泊
、
浪
費
な
ど
の

行
動
や
服
装
、
所
持
品
あ
る
い

は
交
友
関
係
な
ど
に
つ
い
て
十

分
な
注
意
を
払
わ
ず
、
無
関
心

放
任
・
過
信
し
、
非
行
の
責
任

を
他
の
子
ど
も
に
転
嫁
す
る
よ

う
な
親
が
と
て
も
多
い
よ
う
で
 

す
。
 

I
 

子
ど
も
の
非
行
を
防
、
止
す
る

た
め
に
は
、
保
護
者
や
先
生
や

子
ど
も
会
育
成
保
護
関
係
者
ば

・・
かり
で
な
く
、
市
民
ひ
と
り
ひ

と
り
が
、
子
ど
も
に
手
を
か
け

な
い
で
目
を
か
け
る
と
い
う
理
 

溜
池
を
眼
下
に
、
ま
た
、
津
軽

平
野
を
越
え
て
岩
木
山
や
日
本

海
を
望
む
名
勝
の
地
で
す
。
 

豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し

自
然
公
園
と
し
て
、
総
予
算
約

八
千
三
百
五
十
万
円
で
昭
和
四

十
一
年
度
に
着
工
し
昭
和
四
十

八
年
度
に
は
完
成
の
予
定
で
す

な
お
、
隣
接
地
に
は
立
派
な

市
民
ス
キ
ー
場
が
あ
り
そ
し
て

全
国
に
四
カ
所
、
東
北
、
北
海

道
地
区
に

ー
カ
所
建
設
と
い
う

県
立
少
年
自
然
の
家
が
、
六
万
 

解
と
協
力
が
必
要
で
す
。
 

か
な
ら

ず
住
民
登
録

を

し
て
く
だ
さ
い
 

新
た
に
市
内
に
転
入
し
た
と

き
、
ま
た
は
、
市
内
で
の
転
居

の
と
き
も
、
住
民
基
本
台
帳
法

に
よ
り
十
四
日
以
内
に
届
出
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
 

未
届
け
の
人
は
か
な
ら
ず
市
役

所
ま
た
は
支
所
（
栄

・
松
島
は

市
役
所
）
に
届
出
て
く
だ
さ
い

市
で
は
、
市
民
の
届
出
に
よ

っ
て
居
住
関
係
の
公
証
や
日
常

の
利
益
を
は
か
る
た
め
に
、
常

に
人
ロ
を
明
ら
か
に
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
行
政
事
務
に
役
立
て

て
い
ま
す
。
 

な
お
、
住
民
登
録
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
国
民
健
康
保
険
・

国
民
年
金

・
住
民
税
・
選
挙
・
 

市
内
の
勤
労
青
少

年
に
組
織
的
な
学
習

の
機
会
を
も
た
せ
、
 

現
代
社
会
に
適
応
す

る
豊
か
な
人
間
づ
く

り
と
自
主
的
な
学
習

活
動
の
場
と
す
る
た

め
に
、
市
中
央
公
民

館
が
商
工
会
議
所
の

協
力
を
得
て
昨
年
か

ら
開
設
し
て
い
る
市

中
央
青
年
大
学
講
座

は
、
こ
と
し
も
、
一
一
 
 

就
学
な
ど
の
関
係
も
同
時
に
処

理
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
間
借
・
借
家
な
ど
の

人
で
未
届
け
の
人
が
多
く
、
市

で
皆
様
に
お
届
け
す
る
も
の
が

あ
る
と
き
で
も
、
住
所
が
不
明

で
非
常
に
困
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
異
動
届
は
か
な
ら
ず

お
出
し
願
い
ま
す
。
 

十
五
才
未
満
の
、
市
内
の
勤
労

青
年
二
十
六
人
が
集
ま
り
、
ーハ

月
七
日
夜
、
開
講
式
を
行
な
い

六
月
二
十
一
日
か
ら
第
一
講
を

は
じ
め
ま
し
た
。
 

講
座
は
、
来
年
の
三
月
ま
で

毎
月
二
・
三
回
、
夜
七
時
ー
九

時
、
年
間
に
し
て
五
十
時
間
以

上
立
派
な
社
会
人
と
な
る
た
め

に
人
権
・
生
活
の
知
恵

・
道
交

法
民
法
・
職
場
の
人
間
関
係
・

冠
婚
葬
祭
入
門

・
文
芸
・
時
事

政
治

・
経
済
等
を
中
心
に
体
育
 

菊地 会長 

市有施設紙上見学会 

⑥ 

津軽フラワーセンタ 

中央青年大学が開講しました 

③
 

六
千
平
方
メ
ー
 

ト
ル
の
敷
地
に

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
 

ー
ト
二
階
建
の

モ
ダ
ン
な
建
物

と
し
て
、
今
夏

の
完
成
を
め
ざ

し
て
昨
年
九
月

十
七
日
か
ら
着

工
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

ま
た
「
津
軽

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
」
は
、
津

軽
華
子
さ
ん
の

結
婚
を
祝
し
て

佐
々
木
市
長
が

命
名
し
た
も
の

で
す
。
 

と
レ
ク
リ
エ

ー
 

シ
ョ
ン
を
加
え

て
学
習
し
ま
す

ま
た
、
昨
年

度
の
第
一
期
生

は
、
今
年
度
か

ら
自
主
運
営
に

切
換
え
て
、
楽

し
い
仲
間
づ
く

り
を
中
心
に
学

習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
第
二
期

生
に
つ
い
て
は

ま
だ
余
裕
が
あ

り
ま
す
の
で
こ

れ
か
ら
で
も
お

気
軽
に
お
出
で

く
だ
さ
い
。
 

.
 



農
薬
の
人
畜
に
及

ぼ
す
残
留
許
容
量
に
 

④
 
さ
 

対
応
し
て
、
農
薬
残
 

留
に
関
す
る
安
全
使

用
基
準
の
一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
の
で

農
薬
使
用
者
は
、
つ

ぎ
の
農
薬
を
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

◇
パ
ラ
チ
オ
ン
を

含
有
す
る
製
剤
 

。ハ
ラ
チ
オ
ン
は
一

昨
年
末
で
製
造
が
中

止
さ
れ
、
国
及
び
県

の
安
全
使
用
基
準
か

ら
除
外
さ
れ
て
い
ま
 

す
か
ら
、
こ
れ
に
か
わ
る
低
毒

性
農
薬
を
使
用
し
て
ぐ
だ
さ
い
 

◇
D
D
T、
B
H
cを
 

含
有
す
る
製
剤
 

r
 

稲
の
病
害
虫
防
除
に
今
後
使

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

◇
ド
リ
ン
を
含
有
す
る
 

製
剤
 

稲
に
は
今
後
い
っ
さ
い
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

◇
E
P
N
を
含
有
す
る
 

製
剤
 

ぶ
ど
う
・
き
う
り
・
ト
マ
ト

の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ネ

ル
栽
培
、
い
ち
ご
・
ほ
う
れ
ん

草
・
ば
れ
い
し
よ
に
は
、
今
後

い
っ
さ
い
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
 

農
薬
の
土
壌
残
留
に
つ
い
て

問
題
の
あ
る
ド
リ
ン
製
剤
使
用

後
三
か
年
以
内
の
畑
に
、
き
う

り

・
ば
れ
い
し
よ
・
根
菜
類
を

で
き
る
だ
け
作
付
け
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
 

ア
ル
ド
リ
ン
な
ど
を
吸
収
し

に
く
い
、
ト
マ
ト
・
ピ
ー
マ
ン
 

・

玉
菜
な
ど
で
も
、
作
付
け
を
 
 

考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。
ド
リ
ン

製
剤
使
用
の
畑
は
、
深
耕
し
て

土
壌
中
の
残
留
農
薬
の
か
く
は

ん
稀
釈
と
共
に
分
解
を
促
進
さ

せ
る
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
 

氏
 

士
 

福
 

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
 

す
 そ

の
ー
 

市
内
岩
木
町
で
洋
服
店
を
営

ん
で
い
る
補
士
孝
一
さ
ん
か
ら

こ
の
程
、
中
央
公
民
館
に
湯
呑

茶
わ
ん
百
個
が
寄
贈
さ
れ
、
関

係
者
は
感
激
し
て
い
ま
す
。
 

福
士
さ
ん
は
、
町
内
会
長
を

は
じ
め
、
子
ど
も
会
の
世
話
人

な
ど
つ
と
め
て
多
忙
な
方
で
す

が
、
明
る
い
町
づ
く
り
を
し
よ

う
と
こ
れ
ま
で
も
、
町
内
は
も

と
よ
り
、
市
役
所
や
市
民
文
化

会
館
前
の
清
掃
な
ど
に
朝
早
く

か
ら
奉
仕
し
て
お
り
、
感
謝
さ

れ
て
い
た
方
で
す
 

中
央
公
民
館
が
、
年
間
、
一
一

万
七
、
八
千
人
に
も
の
ぼ
る
利

用
者
で
、
茶
わ
ん
な
ど
の
消
耗

が
は
げ
し
い
こ
と
を
知
り
、
揃

え
の
茶
わ
ん
で
気
持
よ
く
利
用

さ
せ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
寄
贈

さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

毎
日
の
会
合
も
、
お
蔭
様
で

一
段
と
明
る
く
活
発
に
開
か
れ
 

て
い
ま
す
o
 

<
 

そ
の

2
 

東
北
電
力
五
所
川
原
営
業
所
 

い
 
 

で
は
、
サ
ー
ビ
ス
向
揚
旬
間
の
 

ー
つ
と
し
て
、
交
通
遺
児
救
済

募
金
運
動
を
行
な
い
一
万
六
千

二
百
二
十
円
を
集
め
、
市
の
善

意
銀
行
に
寄
託
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
カ
ク
テ
ル
ラ
イ
ト
十

基
も
合
せ
て
贈
っ
て
き
ま
し
た

の
で
、
市
で
は
早
速
、
市
内
の

交
通
遺
児
家
庭
を
訪
問
し
、
 一

人
当
り

一
千
円
と
共
に
送
り
と

ど
け
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

内
職
指
導
目
が
 

常
駐
し

て
い
ま
す
 

県
内
職
公
共
職
業
補
導
所
で

は
、
こ
の
程
、
専
門
の
指
導
員

を
五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所

に
常
駐
さ
せ
、
毎
週
月
・
金
曜

日
の
十
時
ー
十
六
時
と
火

・
木

曜
日
の
午
前
中
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
 

同
所
で
は
こ
の
た
め
、
市
内

中
平
井
町
の
太
田
千
代
さ
ん
を

内
職
指
導
員
に
委
嘱
し
た
ほ
か

相
談
内
容
も
今
ま
で
の
種
類
の

ほ
か
に
、
内
職
を
出
し
た
い
人

の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
ど
し
ど
し
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
 

'
 

自
衛

隊
の
連
絡
所

が

で
き

ま
し

た
 

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部
で

は
、
こ
の
程
、
市
内
寺
町
二
十

番
地
竹
村
方
に
、
五
所
川
原
連

絡
所
を
つ
ぐ
り
ま
v
た
。
 

こ
の
連
絡
所
は
、
西
北
伍
の
行

政
機
関
を
通
じ
て
地
域
住
民
と

の
更
に
深
い
つ
な
が
り
を
も
つ

と
と
も
に
、
募
集
事
務
や
体
験

航
海
事
務
の
日
常
化
を
図
っ
て

い
る
も
の
で
、
小
山
純
三
一
等

陸
尉
以
下
五
人
の
常
勤
と
四
人

の
非
常
勤
職
員
が
、
自
衛
隊
に

つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
毎

日
応
じ
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

観
光
写
真
を

撮
っ
て

く
だ

さ
い
 

市
商
工
観
光
課
と
市
観
光
協

会
は
、
こ
と
し
も
十
月
下
旬
、
 

市
観
光
写
真
展
を
行
な
い
ま
す

が
募
集
に
つ
い
て
の
詳
し
い
事

は
後
報
し
ま
す
の
で
、
い
ま
か

ら
、
初
夏
の
風
景
・
夏
ま
つ
り

繁
華
街
な
ど
、
市
を
象
徴
す
る

作
品
を
た
く
さ
ん
撮
っ
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
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